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＜考察＞

　心臓や呼吸が止まった人の命が助かる可能性は、その後10分の間に急激に少なくなっていきます。救急　車が到着するまでに全国平均で6分間以上かかります。平成17年度の総務省消防庁の調査によると、心臓や

呼吸が止まってしまい救急車で病院に運ばれた人の生存率は、救急隊による心肺蘇生が3分以内に開始された場合に比べて、10分以上経過してからでは4割まで低下していましたが、市民による応急手当を受けた人

の生存率は、応急手当を受けなかった人の場合に比べて1.4倍もありました。

　突然に心臓が止まるのは、心臓がブルブルと細かくふるえる「心室細動」によって生じることが多く、この場合には、できるだけ早く心臓にショックを与え、心臓の動きを取り戻す(余細動)ことがとても重要です。

AED（自動体外式徐細動器）は、この電気ショックを行なうための機器です。コンピューターによって自動的に心室細動かどうか調べて、電気ショックが必要かどうかを決定し、音声メッセージで電気ショックをを指示してくれます。

心室細動になってから電気ショックを行なうまでの時間が1分遅れるごとに、生存退院のチャンスが7～10％ずつ低下することが知られています。

このように、心臓や呼吸が止まってしまった場合、早い119番通報・早い応急手当・早い救急処置・早い救急医療のリレーが必要であるかを痛感いたしました。

心肺蘇生法とAEDの使用手順を消防隊の方の指示に従い、一回目画面を見ながらやりましたが気道の確保が上手くいかなかったり、胸骨圧迫のテンポがつかめない、姿勢が悪い等参加者の殆どが上手くいきません。二回目、三回目と回数を重ねるごとに消防隊の方のOKが出るようになりました。最後に画面・消防隊

の指示なしでやってみました。何となく感じがつかめた程度のできでした。これが緊急を要するとき素早く、的確にできるよう研修の必要性を強く思いました。

　

＜研修要旨＞

基礎知識

・突然のけがや病気に襲われたとき、家庭や職場でできる手当てのことを応急手当といいます。

・けがや病気の中でも最も重篤で緊急を要するものは、心臓や呼吸が止まってしまった場合です。そばに居合わせた人ができる応急手当のことを救命処置といいます。

・心肺蘇生法とは胸を強く圧迫したり、息を吹き込むことによって止まってしまった心臓や呼吸を助ける方法です。

・AED（自動体外式徐細動器）とは突然止まってしまった心臓に電気ショックを与え、心臓の動きを取り戻す機器です。

変更された救命処置

・胸骨圧迫（心臓マッサージのこと）の意義が強調されている。

1、 循環のサインの確認を不要とし、心肺蘇生法の判断を早める。（呼吸のみ心拍数はとわない）

2、 口対口人工呼吸がためらわれる場合などには人口呼吸を省略して胸骨圧迫のみを行なう。

3、 胸骨圧迫と人工呼吸の比率を、15：2から30：2に変更

4、 AEDによる電気ショックの連続回数を3回から1回にするとともに、電気ショック後はただちに

胸骨圧迫を行なう。

気道異物の徐去
傷病者に反応(意識)あり→119番通報とともに→腹部突き上げ法(ハイムリック法)又は背部叩打法開始

傷病者の反応がない場合→ただちに119番通報→通常の心肺蘇生法の手順開始

救命処置の流れ（心肺蘇生法とAEDの使用）
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⑨心電図の解析


　　　　電気ショックは必要か？





⑧AED到着


　電源を入れる。電極パッドを装着する








①反応を確認する





②助けを呼ぶ（119番通報とAEDの手配）





③気道の確保と　④呼吸の確認





正常な呼吸　　　　　　　　　　　　　　　（普段どおりの息）をしているか？





回復体位にして様子をみる





⑤人工呼吸2回（省略可能）





⑥⑦胸骨圧迫30回と人工呼吸2回の組み合わせをくり返す　　　　　　　　　　　　　　　圧迫は強く、速く（約100回／分）、絶え間なく


圧迫解除は胸がしっかり戻るまで





⑪ただちに胸骨圧迫と人工呼吸を再開


5サイクル（2分間）





⑩電気ショック1回　　　　　　


⑪その後ただちに胸骨圧迫と人口呼吸を再開　


5サイクル（2分間）
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